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47地方創生・実現に向けた提言2019年3月
　観光創造においては，誰を呼ぶのかという観点から，国
内と国外に分けられます。国内からの集客・観光で有効な
のは，まさしく趣味の提案です。そして，来訪者には地域
の窓口としてのきちんとした対応が期待されます。観光案
内所から始まり，タクシー，商店街などすべてをまとめて
考えないと根本的な解決はできません。
　また，地域との接点をつくる面から，例えば先祖三代前
までさかのぼり，縁のある人には土地を優先的に取得でき
るというルールをつくってはどうでしょうか。そうすれば
1年に何日かは滞在することになります。
　国外に向けては，美しい日本の訴求です。明治時代に日
本を訪れた外国人は，日本人の礼節や親切さ，清潔な日本
の環境に感銘を受けたといいます。現在も，成田空港等で
外国人にインタビューをする映像を見ていると，皆さんが
「日本は礼儀正しく親切で，安全できれい」だと答えてい
ます。中国・韓国の方も，政治とは別問題で，観光地とし
て日本は魅力があり，好きだと話しています。一部かもし
れませんが，これが世論であろうと感じます。
大学を分散し，地方に「知の集積」
　―理事長のアイデアを受けて，地域の方も動くことが
できそうです。
　構想は，こうなりたいという理想を掲げることで，多く
の人が参加をして共につくっていく点に意味があると考え
ます。その後に，問題点が露呈されることになります。地
域のインフラとしての医療，安全，教育の問題など，これ
らを一緒に話すと混乱します。
　地元が受け入れないとそこで止まってしまいますから，
この先は一層のコミュニケーションが必要になってきま
す。これらの問題を考えていくと，大学の分散は重要です。
若者が首都圏をはじめとした大都市に出て行ってしまうの
は，学歴のあり方の問題があり，有名大学に行けば一生安
泰で生活できるとなっていますが，実際は違います。生き
ていくために本当に役立つことを教えていないケースも見
受けられますし，ブランド化のもとでおかしくなっている
ケースもあります。内容やレベルがわからず，遠方だと見
えないことを可能性に置き換え，安心して行かせてしまっ
ている保護者もいるのではないでしょうか。
　これらを解決するには，大学で教える内容を，スキルや
取組姿勢を重視したものにするなど，実務と学問のつなが
りを冷静かつ丁寧に見極めて対応していかなければなりま
せん。特に若者層に対しては最優先課題だと考えます。
　―今後，どのような展開をお考えですか。
　事業構想大学院大学は今年から，土地の知の拠点である
日本各地の大学と提携をしたり，プロジェクト研究を開始
しています。地域構想に必要な人材の派遣やアイデア・ノ
ウハウ提供，場の設定をはじめ，日本中に共創の舞台をつ
くり，ネットワーク化をしていこうとしています。すべて
の分野において日本のビジョンを先に考えることが大切で
す。日本の未来に対する仕事は，農業や漁業の重要性をふ
まえ，食の自給を考え，産業として考えていくことです。
　政府の構想と方針が，県や市町村の方針に落とし込まれ，
実現していくように，また優秀で誠実な官庁公務員の方た
ちが活躍できるような流れをつくり出すことが有効だと感
じます。行政，官庁の方たちが民間との間をもち，見える
構想をつくり，その構想に基づいて共創していく。今こそ
知を集積し，課題を整理しながら時間軸と数値目標を掲げ，
それに基づいて動けば，地方創生の新しい流れが大きなも
のになっていくはずです。
　私自身も近いところから着手しますが，事業構想大学院
大学では，特色ある地域をつくる担い手の方々と連携して，
本気の取り組みで成果を出していきたいと願っています。
